
 

一
月
六
日(

火)

、
三
学
期
始
業
式
を
実
施
し
ま
し
た
。
校
歌
斉
唱
の

後
、
各
学
年
の
代
表
が
三
学
期
の
決
意
を
力
強
く
表
明
し
ま
し
た
。
そ

の
決
意
文
を
紹
介
し
ま
す
。(

紙
面
の
都
合
上
、
要
約
し
て
い
ま
す)

 
 

 

一
年
二
組 

小
波
津
日
花 

「
安
心
」
の
面
で
は
先
生
の
指
示
を
聞

か
な
か
っ
た
り
、
学
校
の
器
物
破
損
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
こ
れ
を
改

善
す
る
た
め
に
物
を
大
切
に
し
、
授
業
中
は
私
語
を
や
め
て
、
先
生
の

話
を
安
心
し
て
聞
け
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。
「
充
実
」
の
面
で
は
安

心
し
て
授
業
を
受
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
で
充
実
で
き
て
い
な
か
っ

た
こ
と
が
課
題
で
す
。
改
善
す
る
た
め
に
、
思
い
や
り
の
気
持
ち
や
他

者
を
い
や
な
気
持
に
さ
せ
な
い
こ
と
を
心
が
け
ま
す
。
「
挑
戦
」
の
面

で
は
英
検
や
漢
検
の
合
格
者
が
い
た
り
、
部
活
や
ク
ラ
ブ
で
活
躍
し
て

い
る
人
が
い
る
の
で
、
三
学
期
も
積
極
的
に
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。 

 

二
年
五
組 

渡
口
真
咲
乃 

「
安
心
」
の
面
で
は
お
互
い
で
支
え
合

え
る
雰
囲
気
を
大
切
に
し
た
い
で
す
。
そ
の
た
め
に
、
仲
間
同
士
が
優

し
く
声
を
か
け
る
こ
と
を
大
切
に
す
る
、
誰
も
が
過
ご
し
や
す
い
学
年

を
目
指
し
た
い
で
す
。
「
充
実
」
の
面
で
は
授
業
や
行
事
、
部
活
動
な

ど
一
つ
一
つ
に
真
剣
に
取
り
組
み
、
成
長
を
実
感
で
き
る
三
学
期
に
し

た
い
で
す
。
「
挑
戦
」
の
面
で
は
苦
手
な
こ
と
や
新
し
い
役
割
に
も
前

向
き
に
取
り
組
ん
で
自
信
を
つ
け
、
最
高
学
年
の
ふ
さ
わ
し
い
姿
に
近

づ
い
て
い
き
た
い
で
す
。 

 

三
年
三
組 

金
城
輝
澄 

「
安
心
」
の
面
で
は
入
試
前
で
ほ
と
ん
ど

の
人
が
不
安
と
焦
り
の
気
持
ち
が
出
て
い
る
の
で
、
お
互
い
で
励
ま
し

合
っ
た
り
、
教
え
合
っ
た
り
、
良
い
雰
囲
気
で
勉
強
を
続
け
た
い
で
す
。

「
充
実
」
の
面
で
は
卒
業
式
ま
で
の
約
二
か
月
の
間
、
最
高
の
ク
ラ
ス

メ
イ
ト
た
ち
と
、
つ
ら
い
こ
と
を
み
ん
な
で
乗
り
越
え
、
後
悔
し
な
い

日
々
を
過
ご
し
た
い
で
す
。
「
挑
戦
」
の
面
で
は
や
は
り
僕
た
ち
に
と

っ
て
は
「
志
望
校
へ
の
挑
戦
」
だ
と
思
い
ま
す
。
自
分
が
決
め
た
道
に

向
か
っ
て
努
力
し
、
必
死
で
勉
強
を
続
け
、
「
三
年
生
全
員
合
格
」
と

い
う
目
標
に
学
年
全
体
で
挑
戦
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

   

昨
年
度
に
引
き
続
き
九
州
大
会
へ 

～
県
中
学
校
新
人
卓
球
大
会
～ 

 

十
二
月
二
十
六
日(

金)

、
県
中
学
校
新
人

卓
球
大
会
が
開
催
さ
れ
、
女
子
卓
球
部
が
団

体
の
部
で
３
位
に
入
賞
し
、
九
州
大
会
出
場

の
資
格
を
得
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
は
２
年
生

の
久
高
由
菜
さ
ん
、
有
嶋
詩
織
さ
ん
、
惣
慶

由
依
さ
ん
、
金
城
希
乃
花
さ
ん
、
大
城
心
音

さ
ん
、
外
間
さ
く
ら
さ 

ん
、
１
年
生
の
町
田
莉 

子
さ
ん
、
上
原
詩
花
さ 

ん
で
す
。
お
め
で
と
う 

ご
ざ
い
ま
す
！ 

私
た
ち
の
地
域
を
私
た
ち
で
き
れ
い
に
！ 

 

～
小
中
合
同
地
域
キ
レ
イ
キ
レ
イ
大
作
戦
～ 

十
二
月
二
十
六
日(

金)

、 

西
小
、
光
洋
小
、
西
中
の
児 

童
生
徒
に
よ
る
地
域
清
掃
を 

実
施
し
ま
し
た
。
当
日
は
百 

名
近
く
が
参
加
し
、
西
崎
の 

町
の
ご
み
拾
い
等
を
行
い
ま 

し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん
、 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 
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西崎中学校 

校長 宮城 義隆 

「
ま
と
め
の
三
学
期
」
「
準
備

の
０
学
期
」
が
ス
タ
ー
ト
！ 

～
二
学
期
終
業
式
～ 

 
 

「三方良し」な西中を! 
年末に実施した学校運営協議会において、「魅

力ある西中」について協議を行った。参加者から、
本当に様々な意見や考え方が出てきて、活発な議
論の場となった。それらの意見を集約した結果、
保護者及び地域視点の「魅力ある学校」は、 

 

 

 

 

 

 

と決定した。これにより、三者(生徒、職員、保
護者及び地域)の視点による「魅力ある西中」が
言語化され、これらを今後の学校経営のスローガ
ンに掲げたいと考えている。私はこの取り組みを
通して、「三方良し」という言葉が浮かんできた。
この言葉は私が敬愛している松下幸之助さんの
経営哲学の一つで彼は「三方良し（売り手よし、
買い手よし、世間よし）」の理念のもと、会社を
経営していたと言われている。この考え方は学校
経営においても「生徒良し、職員良し、保護者・
地域良し」と置き換えられるのではないだろう
か。子どもたちが「学校が楽しい」「明日も行き
たい」と思え、先生方が心身ともに充実し、笑顔
で情熱を持って生徒と向き合い、保護者と地域
が、子どもたちを安心して学校に通わせることが
できる。これこそが地域とともにある「魅力ある
学校」と言えるのではないだろうか。保護者及び
地域の皆さん、私たちと手を携え、この愛すべき
西崎中学校をもっともっと、素敵な学校にしてい
こうではありませんか！！ 

すべての生徒・職員が安心・充実・挑戦している学校をめざして 

校長の独り言⑯ 

〇地域とつながり、子どもと大人が語り合い、
安心して過ごせる学校 
〇きれいな環境と地域力で、ありのままの自
分が輝く学校 
〇地域とつながり、目標に向かって挑戦を重
ねる学校 


